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現職

第
24
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て

岩
見
沢
駐
屯
地
司
令

こ
の
度
、
第
24
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
を
拝
命

し
ま
し
た
荒
関
１
佐
で
す
。

歴
史
と
伝
統
あ
る
第
12
施
設
群
そ
し
て
岩
見
沢
駐
屯
地
の
一
員
と
し
て

勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変
光
栄
に
感
じ
る
と
と
も
に
、
そ
の
重
責
に
身

が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
は
か
つ
て
想
定
し
て
い
た
よ
り

も
早
い
速
度
で
厳
し
さ
と
不
確
実
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
戦
と
呼
ば
れ
る
軍
事
と
非
軍
事
と
の
境
界
が
曖
昧
な
戦
い
の
出
現
や
、

宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
・
電
磁
波
と
い
っ
た
新
た
な
領
域
で
の
行
動
が
戦
い

の
成
否
を
左
右
す
る
時
代
と
な
り
、
我
々
に
は
進
化
を
続
け
る
周
辺
諸

国
の
軍
事
力
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
変
化
に
適
応
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
も
増
加

傾
向
に
あ
る
中
、
国
民
、
道
民
、
地
域
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
は
、
そ
の
備
え
に
も
万
全
を
期
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

認
識
の
下
、
各
種
事
態
に
即
動
し
、
与
え
ら
れ
た
任
務
を
必
ず
達
成
す

る
こ
と
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
、
指
揮
・
統
率
の
基
本
方
針
と
し
て

「
即
動
・
任
務
必
成
」
を
示
し
、
こ
れ
を
実
行
し
て
い
く
た
め
に
、

「
プ
ロ
で
あ
れ
」
、
「
一
丸
」
の
二
点
を
部
隊
・
隊
員
へ
の
要
望
事
項

と
し
て
掲
げ
ま
し
た
。

要
望
事
項
の
一
点
目
で
す
が
、
私
の
考
え
る
プ
ロ
と
は
、
確
固
た
る
使
命
感

を
保
持
し
て
任
務
に
就
け
る
戦
い
の
プ
ロ
で
あ
れ
と
い
う
こ
と
で
す
。

自
ら
の
命
を
使
っ
て
愛
す
る
家
族
や
国
民
を
守
る
崇
高
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
こ

そ
、
プ
ロ
と
し
て
隊
員
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
技
を
極
め
、
誇
り
と
自
信
を
も
っ

て
職
務
に
邁
進
す
る
、
そ
の
覚
悟
を
求
め
た
も
の
で
す
。
二
点
目
の
一
丸
は
、

心
を
一
つ
に
ま
と
ま
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
第
12
施
設
群
が
一
丸
と
な
り
、

組
織
と
し
て
難
局
を
克
服
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
も
の
で
す
。
隊
員
相
互

の
信
頼
と
融
和
団
結
の
象
徴
と
し
て
、
私
自
身
が
そ
の
中
核
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。

次
に
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令
と
し
て
、
「
和
」
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
陸
上
自

衛
隊
の
活
動
の
場
は
日
本
国
内
で
あ
り
、
活
動
の
拠
点
は
駐
屯
地
で
す
。

部
隊
が
活
動
す
る
と
き
は
、
周
辺
住
民
の
皆
様
や
自
治
体
の
方
々
の
ご
協
力
や

ご
支
援
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
駐
屯
地
が
地
域
社
会
の
一
員
と

し
て
信
頼
さ
れ
、
良
好
な
関
係
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
さ
れ
る
こ
と
、
地
域
と
の

一
体
の
願
い
を
込
め
て
「
和
」
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
応
援
と
ご
理
解
は
、
我
々
の
活
動
の
原
動
力

と
な
り
ま
す
。
本
職
以
下
隊
員
一
同
、
こ
の
岩
見
沢
の
地
に
お
い
て
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
し
な
や
か
で
強
い
強
靭
な
部
隊
を
目
指
し
て
誠
実
に
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
何
卒
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。



令
和
３
年
２
月
15
日
（
月
）
第
12
施
設
群
（
群
長
・
末
継
１
等
陸
佐
）
は
岩
見
沢
市
幌
向
緑
地
公
園

に
お
い
て
雪
害
対
処
訓
練
を
実
施
し
た
。
今
回
の
訓
練
は
、
冬
季
に
お
け
る
部
隊
の
災
害
対
処
能
力
の

向
上
を
目
的
と
し
、
訓
練
内
容
は
「
孤
立
集
落
等
を
想
定
と
し
た
人
員
と
ア
キ
オ
（
ソ
リ
）
で
の
物
資

輸
送
」
、
「
災
害
現
場
へ
迅
速
に
前
進
す
る
た
め
の
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
雪
上
車
に
よ
る
ジ
ョ
ー
リ
ン

グ(

曳
行
ス
キ
ー
）
」
、
「
雪
崩
や
崩
壊
家
屋
等
か
ら
の
行
方
不
明
者
捜
索
・
救
助
要
領
」
を
実
施
し
、

そ
の
模
様
を
市
民
に
も
訓
練
公
開
し
た
。
見
学
し
た
市
民
か
ら
は
「
目
の
前
で
の
迫
力
あ
る
ジ
ョ
ー
リ

ン
グ
に
感
激
し
た
の
と
同
時
に
自
衛
隊
の
存
在
に
安
心
感
を
感
じ
た
。
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

第
12
施
設
群
は
雪
害
対
処
訓
練
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

い
ざ
と
い
う
時
に
頼
れ
る
強
靭
な
部
隊
と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

岩見沢市上幌向緑地公園にて

アキオ曳行

スノーモービルによる曳行スキー 雪上車による曳行スキー

訓練風景

新聞記者から取材を受ける群長プローブによる人命捜索

岩見沢駐屯地雪害対処訓練



隊 友 会 だ よ り

広報紙「いわみざわ」スポンサー
千葉電気工業株式会社 代表取締役 社長 千葉 賢司

企業経営を通しての社会貢献

陸上自衛隊岩見沢駐屯地の皆様、毎日のご公務大変お疲れ様です。そしていつも私たちの地域の安心、安
全を守っていただき、誠にありがとうございます。
私は現在岩見沢市内で千葉電気工業株式会社という電気設備の会社を営んでおり、妻と大学１年生の長男、

高校２年生の次男、高校１年生の長女の５人暮らしで日々ささやかながらも楽しく毎日を過ごしております。
さて、ありがたいことにこのような機会をを与えてくださいましたので、私の経営している会社の成り立

ちとこれからの目標について述べさせていただきます。
昭和５４年、私の父 千葉嘉男（現 会長）が、岩見沢市鳩ヶ丘町の公園の隣の小さな土地の一角に、プレ

ハブ小屋を建て電気工事を請け負う会社を立ち上げました。その後、有限会社、株式会社として組織変更を
経ながら、現在営業年数は４５年を越えました。私は平成２６年から弊社代表取締役として働かせていただ
いておりますが、私の代から創業以来、一貫して変わらない「千葉電気株式会社」としての三つの目標と願
いがあります。
１ 従業員とその家族を大切にする。従業員と家族が、大満足ではないにしても最後に弊社で働いて良かっ
たと思っていただけるように努力する。

２ 地域に貢献し、お客様の暮らしを安心で快適なものにする。災害時のライフラインの確保、積極的なイ
ベント活動への参画など、地域と共に歩み、地域のお客様に育てていただいた感謝の気持ちを忘れずに、
邁進する。

３ 上記１、２のどちらが上でも下でもなく、二つとも大切な目標として、いずれもおろそかにすることな
く最善を尽くす。その結果として弊社が今後とも発展し続け、それを従業員と地域、お客様に還元してい
く。
弊社はその実現のために、更なる努力をしてまいりますので、今後ともより一層のご愛顧を賜ります

ようよろしくお願い致します。最後になりますが、岩見沢駐屯地の皆様の今後の更なるご活躍、ご発展を
心よりご祈念申し上げます。

第23代第12施設群長兼ねて岩見沢駐屯地司令

末継智久 １等陸佐 離任

令
和
３
年
３
月
12
日
（
金
）
、
岩
見
沢
駐
屯

地
に
お
い
て
第
23
代
第
12
施
設
群
長
兼
ね
て
岩

見
沢
駐
屯
地
司
令

末
継

智
久

１
等
陸
佐

の
離
任
式
を
第
３
施
設
団
長

浅
賀

政
宏

陸
将
補
の
立
ち
会
い
の
も
と
挙
行
し
た
。

末
継
１
佐
は
、
平
成
30
年
８
月
に
着
任
し
、

２
年
８
ヶ
月
に
わ
た
り
透
徹
し
た
使
命
感
と
卓

越
し
た
統
率
力
に
よ
り
群
を
指
揮
し
、
こ
の
間
、

統
率
方
針
と
し
て
「
バ
ラ
ン
ス
」
を
掲
げ
「
任

務
・
目
的
の
意
識
」
、
「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
練

度
の
保
持
」
及
び
「
健
全
な
心
・
身
体
・
家

族
」
を
要
望
事
項
と
し
て
、
熱
意
と
創
意
を

も
っ
て
隊
務
を
運
営
し
た
。
特
に
、
平
成
30
年

９
月
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
や
令
和
２
年
７
月

豪
雨
に
伴
う
九
州
へ
の
災
害
派
遣
に
お
い
て
、

自
ら
被
災
地
に
進
出
し
て
部
隊
を
陣
頭
指
揮
し
、

昼
夜
を
問
わ
ず
復
旧
活
動
に
尽
力
し
、
高
い
即

応
態
勢
及
び
災
害
対
処
能
力
を
部
内
外
に
示
す

等
、
自
衛
隊
に
対
す
る
国
民
の
理
解
と
信
頼
獲

得
に
寄
与
し
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
司
令
と
し
て
の
地
元
協
力
団

体
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
地
域

社
会
の
一
員
と
な
る
べ
く
市
内
で
開
催
さ
れ
る

各
種
部
外
行
事
を
積
極
的
に
支
援
し
、
地
域
に

根
差
し
た
駐
屯
地
と
し
て
信
頼
感
醸
成
に
貢
献

し
た
。

末
継
１
佐
は
駐
屯
全
地
隊
員
に
見
送
ら
れ
、

最
先
任
上
級
曹
長
（
宮
下
准
陸
尉
）
の
発
声
に

よ
る
万
歳
三
唱
を
受
け
、
多
く
の
思
い
出
と
と

も
に
新
任
地
で
あ
る
陸
上
自
衛
隊
教
育
訓
練
研

究
本
部
教
育
部
（
目
黒
駐
屯
地
）
へ
向
け
駐
屯

地
を
後
に
し
た
。



着 任 部 隊 長 ・ 中 隊 長 紹 介

第３０２坑道中隊 鎌田３曹
長男 琉唯（るい）くん
Ｒ３．１．２８生

第３０２坑道中隊 鈴木２曹
長男 公大（こうだい）くん

Ｒ３．２．１０生

本部管理中隊 柴田１曹
長男 航（こう）くん
Ｒ２．１２．１生

本部管理中隊 梶田３曹
次男 悠斗（ゆいと）くん

Ｒ３．２．１０生

第３９９施設中隊 村上２曹
長男 暖太（はるた）くん

Ｒ２．１２．２１生

第１２施設群
第３９８施設中隊長

いばた じゅんや

１尉 井幡 淳哉
（３月１５日付）

第１２施設群
第３９９施設中隊長

つだ けんじ

１尉 津田 憲二
（３月１５日付）

第１２施設群
本部管理中隊長

しんとう よしき

１尉 進藤 嘉樹
（３月１５日付）

第３４５会計隊
岩見沢派遣隊長

ありた よしなり

１尉 有田 吉成
（３月１５日付）

第１２０地区警務隊
岩見沢連絡班長

おぐら なおゆき

２尉 小倉 尚幸
（３月１５日付）

岩見沢駐屯地業務隊
曹長 石川 和久
（２月８日付）

岩見沢駐屯地業務隊
１尉 青木 広幸
（２月２０日付）

第１０１施設直接支援大隊
第２直接支援中隊
１曹 米山 努
（３月２日付）

第１２施設群
第４００施設中隊
曹長 中筋 英之
（３月２５日付）

定

年

退

官
永年の勤務お疲れ さ まで し た 。



省エネ・節電のスペシャリスト

岩見沢市３条西２丁目ＮＣＣビル４Ｆ店 主 平 井
0126-(22)-8873

飲み放題 3000円（５名様から）

北の国から

SNACK

代表取締役

0126-22-5871

岩見沢市有明町南１番地１４

多彩な催しにご利用いただける施設です。

株式会社 振興いわみざわ
代表取締役 北市 宗三

お気軽にお電話ください。

株式会社 振興いわみざわ

代表取締役 千 葉 賢 司

Tokkyu
物流・・・・
それは“まごころ”のネットワーク
本社 〒068-0115 岩見沢市栗沢町最上498-9
TEL 0126-45-2792 FAX 0126-45-3053

h t t p : / / w w w . t o k k y u - g r o u p . j p

（札幌／札幌北／苫小牧／東北／関東／中部）（札幌／札幌北／苫小牧／仙台／福島／関東／中部／大阪）

ＮＮＣ

岩見沢駐屯地ホームページ
昭和２８年から現在までの歴史や広報紙、部隊の訓練や

イベント情報などを随時更新しています！

ぜひ、ご覧ください！

岩見沢駐屯地
検
索

QRコード
あります



異

動

人 事 往 来

★
転

入
★

【
第
12
施
設
群
】

群
本
部

１
尉

八
幡

雅
浩

（
１
０
５
施
器
隊
・
南
恵
庭
）

１
尉

飯
島

克
啓

（
３
施
大
・
大
久
保
）

本
部
管
理
中
隊

１
尉

進
藤

嘉
樹

（
14
旅
団
司
・
善
通
寺
）

准
尉

池
田

隆
一

（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

曹
長

西
村

貞
幸

（
３
施
団
付
・
南
恵
庭
）

曹
長

河
原

康
史

（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

１
曹

佐
藤

恒
太

（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

２
曹

酒
谷

裕
樹

（
３
０
３
ダ
車
中
・
南
恵
庭
）

３
曹

吉
田

葵

（
13
施
群
・
幌
別
）

３
曹

倉
本

諭
嗣

（
11
施
群
・
福
島
）

第
３
９
８
施
設
中
隊

曹
長

森
川

正
規

（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

２
曹

柳
沼

好

（
10
施
群
・
船
岡
）

３
曹

富
士
原
健
児

（
１
施
大
・
朝
霞
）

第
３
９
９
施
設
中
隊

３
曹

工
藤

大
二

（
10
施
群
・
船
岡
）

３
曹

石
井

大
貴

（
６
施
大
・
神
町
）

第
４
０
０
施
設
中
隊

１
曹

岡
本

晃
佳

（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

２
曹

渡
邊

竜
也

（
１
０
３
施
器
隊
・
小
郡
）

２
曹

清
水

敏
正

（
９
施
大
・
八
戸
）

３
曹

山
田

佳
大

（
９
施
大
・
八
戸
）

第
３
０
２
坑
道
中
隊

３
尉

浪
花

仁

（
10
施
大
・
春
日
井
）

１
曹

山
田

重
雄

（
５
施
群
・
高
田
）

２
曹

柴
野

俊
輔

（
10
施
群
・
船
岡
）

２
曹

大
川

勝
知

（
９
施
大
・
八
戸
）

３
曹

小
野

智

（
３
０
１
ダ
車
中
・
古
河
）

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】

曹
長

佐
々
木

啓
雄
（
１
０
１
施
直
支
大
付
・
南
恵
庭
）

２
曹

吉
川

智

（
１
０
１
施
直
支
大
４
直
支
中
・
上
富
良
野
）

３
曹

福
光

康
平

（
１
０
１
通
信
直
支
・
札
幌
）

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

１
尉

森
谷

誠
治

（
１
特
団
本
・
北
千
歳
）

２
尉

岡
崎

純
也

（
２
特
連
・
旭
川
）

曹
長

稲
元

耕
一

（
11
旅
団
司
・
真
駒
内
）

１
曹

川
口

忠
利

（
13
施
群
・
幌
別
）

１
曹

髙
部

祐
介

（
７
偵
・
東
千
歳
）

２
曹

吉
田

直
之

（
11
特
連
・
真
駒
内
）

３
曹

平
地
カ
チ
ア
恵
那
（
４
普
連
・
帯
広
）

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

３
曹

垂
見

拓
郎

（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
）

士
長

田
中

丈
士

（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
）

３
等
陸
尉
へ

【
第
12
施
設
群
】

西
海

英
雄

（
３
９
９
施
中
）

（
以
上
、
３
月
13
日
付)

★
転

出
★

【
第
12
施
設
群
】

群
本
部

１
尉

矢
口

剛
和
（
３
施
団
本
部
・
南
恵
庭
）

本
部
管
理
中
隊

１
尉

橋
本

暁
裕
（
補
統
施
設
部
・
十
条
）

曹
長

古
田

茂
栄
（
11
施
・
真
駒
内
）

１
曹

傳
法

教
史
（
総
監
部
・
札
幌
）

第
３
９
８
施
設
中
隊

１
曹

竹
中

学

（
３
０
３
ダ
車
中
・
南
恵
庭
）

２
曹

中
嶋

圭
輔
（
札
幌
地
本
・
岩
見
沢
）

２
曹

佐
々
木

稔
（
３
施
団
付
・
南
恵
庭
）

第
３
９
９
施
設
中
隊

１
尉

伊
部

太
起
（
施
校
・
勝
田
）

３
尉

渡
邉

徳
隆
（
10
施
大
・
春
日
井
）

１
曹

杉
浦

広
行
（
３
施
団
付
・
南
恵
庭
）

２
曹

浅
野

良
典
（
３
施
団
付
・
南
恵
庭
）

第
４
０
０
施
設
中
隊

１
曹

渡
邉

繁
樹
（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

２
曹

岡
村

健
吾
（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

第
３
０
２
坑
道
中
隊

３
尉

櫻
庭

王
一
（
札
幌
地
本
・
岩
見
沢
）

曹
長

井
上

博
登
（
５
施
団
付
・
小
郡
）

１
曹

池
田

親
法
（
２
施
群
・
飯
塚)

２
曹

金
山

豊

（
14
施
群
・
上
富
良
野
）

【
第
２
直
接
支
援
中
隊
】

准
尉

柴
田

達
成
（
１
０
１
施
直
支
大
付
・
南
恵
庭
）

曹
長

土
屋

寿
康
（
１
０
１
施
直
支
大
３
直
支
中
・
島
松
）

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

１
尉

鈴
木

大
輔
（
１
特
団
・
北
千
歳
）

准
尉

佐
藤

真
司
（
11
偵
・
真
駒
内
）

１
曹

石
上

光
明
（
２
地
対
艦
・
美
唄
）

１
曹

服
部

真
也
（
２
地
対
艦
・
美
唄
）

２
曹

井
上

貴
志
（
北
処
・
島
松
）

【
第
３
１
４
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

曹
長

苅
部

力
也
（
３
１
４
基
通
中
・
真
駒
内
）

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

２
尉

前
多

貴
弘
（
３
２
４
会
計
・
東
千
歳
）

３
曹

藤
本

祐
輝
（
方
面
会
計
本
・
札
幌
）

【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
班
】

２
尉

加
藤
み
の
り
（
方
面
警
務
・
札
幌
）

３
曹

加
藤

正
則
（
１
２
０
警
務
・
真
駒
内
）

（
以
上
、
３
月
15
日
付
）

【
第
３
４
５
会
計
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

１
尉

有
田

吉
成

（
４
師
団
司
・
福
岡
）

３
曹

長
内

優
太

（
３
２
４
会
計
・
東
千
歳
）

【
第
１
２
０
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
班
】

２
尉

小
倉

尚
幸

（
１
２
２
警
務
・
東
千
歳
）

１
曹

山
下

剛
範

（
１
２
０
警
務
・
真
駒
内
）

２
曹

古
川

智
也

（
１
２
０
警
務
・
真
駒
内
）

（
以
上
、
３
月
15
日
付
）

☆

駐
屯
地
内
異
動

☆

【
第
12
施
設
群
】

群
本
部

１
尉

井
幡

淳
哉

（
３
９
８
施
中
）

１
尉

津
田

憲
二

（
３
９
９
施
中
）

本
部
管
理
中
隊

曹
長

岩
下

栄
市

（
３
９
９
施
中
）

３
曹

友
坂

祐
輔

（
３
９
９
施
中
）

第
３
９
８
施
設
中
隊

２
尉

久
保

晃
一

（
群
本
部
）

２
曹

山
本

雅
文

（
本
管
中
）

第
３
９
９
施
設
中
隊

曹
長

鈴
木

稔

（
本
管
中
）

第
３
０
２
坑
道
中
隊

２
曹

小
柳

秀
治

（
本
管
中
）

（
以
上
、
３
月
15
日
付
）

祝

任

官


